
　
　
　
　
　
第
七
十
九
回
　
萬
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

　
令
和
八
年
度
（
二
〇
二
六
）
の
全
国
大
会
を
、
十
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
関
西
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の

要
領
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
　
公
開
講
演
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
（
午
後
一
時
開
場
）
〜
午
後
五
時

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
学 

会 

挨 

拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
会
代
表
・
東
京
大
学
名
誉
教
授　
　
鉄
野　
昌
弘
氏

　
会
場
校
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
文
学
部
長　
　
　
　
　
　
　
村
田
右
富
実
氏

　
講　
　
　
演   『
万
葉
集
』
巻
七
挽
歌
と
散
骨 ―

―

道
昭
火
葬
か
ら―

―

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

國
學
院
大
學
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
上
野　
　
誠
氏

　
　
　
　
　
　
　
万
葉
集
の
仮
名　
続
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾　
　
善
彦
氏

　
　

※

終
了
後
「
第
十
九
回
萬
葉
学
会
奨
励
賞
授
賞
式
」「
第
六
回
総
会
」
を
行
い
ま
す
。

二
　
懇
親
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
日
（
土
）
午
後
五
時
三
十
分
〜
午
後
七
時
三
十
分

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
会　
　
　
費　
一
般　
九
〇
〇
〇
円　
学
生　
七
〇
〇
〇
円

三
　
研
究
発
表
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
午
前
の
部
（
午
前
九
時
三
十
分
〜
）

　
　
打
消
助
動
詞
の
「
〜
に
」
節
に
よ
る
原
因
理
由
文
の
構
造
と
意
味―

「
〜
か
て
に
」「
〜
知
ら
に
」
を
中
心
に―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
院
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
小
澤　
颯
太
氏

　
　
笠
金
村
の
「
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌
」
論　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
由
希
子
氏

　
　
小
倉
山
伝
承
考 ―

雄
略
天
皇
と
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
っ
て―

　

  

皇
學
館
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　

   
池
上　
遥
平
氏

　
午
後
の
部
（
午
後
一
時
〜
）

　
　
池
主
・
家
持
の
漢
語
表
現
に
つ
い
て
の
再
検
討 ―

石
刻
文
資
料
の
用
例
も
視
野
に
入
れ
て―

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
夏　
　
傑
倫
氏

　
　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
史
書
の
「
面
的
」
な
利
用　
　
　
　
　

 

東
京
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
　
木
下　
優
友
氏

　
　
遣
新
羅
使
人
歌
群
「
古
挽
歌
」
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
日
比
野
由
佳
氏

　
　
柿
本
人
麻
呂
「
泣
血
哀
慟
歌
」
第一・
第
二
・
或
本
歌
群
の
関
係　

武
蔵
野
大
学
専
任
講
師　
　
　
　
　
　
大
島　
武
宙
氏

　
　

※

昼
食　
ご
希
望
の
方
は
、
お
弁
当
一
四
〇
〇
円
（
税
込
）
の
注
文
を
申
し
受
け
ま
す
。
日
曜
日
は
周
辺
の
食
堂
の
多
く

　
　
　
が
休
業
し
て
い
ま
す
。

　
　

※

期
間
中
、
関
西
大
学
図
書
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、「
関
西
大
学
所
蔵
『
万
葉
集
』
関
連
書
籍
展
観
」
を
開
催

　
　
　
し
て
い
ま
す
。

四
　
臨
地
調
査
研
究―

継
体
の
真
陵
と
長
岡
宮
を
め
ぐ
る

　
日　
　
時　
十
月
十
二
日
（
月
）
日
帰
り

　
集
合
場
所　
関
西
大
学
博
物
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
集
合
時
刻　
午
前
八
時
五
十
分

　
旅　
　
程　
関
西
大
学
博
物
館（
見
学
後
九
時
四
十
分
出
発
）↓
伝
継
体
陵
↓
今
城
塚
古
代
歴
史
館
↓
昼
食（
が
ん
こ
高
槻
店
）　

　
　
　
　
　
　
↓
長
岡
京
大
極
殿
跡
↓
向
日
市
文
化
資
料
館
↓
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅（
一
次
解
散
午
後
四
時
五
十
分
）↓
関
西
大
学　

　
　
　
　
　
　
（
二
次
解
散
午
後
五
時
四
十
分
）

　
案　
　
内　
関
西
大
学　
乾
善
彦
氏
、
関
西
大
学 

小
田
芳
寿
氏

　
参 

加 

費　
一
般 

九
〇
〇
〇
円
、
学
生 

七
〇
〇
〇
円

　
募
集
人
員　
四
〇
名

　
　

※

天
候・道
路
事
情
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
〇
懇
親
会
（
十
日
）・
昼
食
お
弁
当
（
十
一
日
）・
臨
地
調
査
研
究
（
十
二
日
）
の
申
込
方
法

　
　

https://form
s.gle/16ZK5tvReV

s66zA
z9

、
ま
た
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

　
　
し
て
、
事
前
に
お
申
し
込
み
の
上
、
合
計
金
額
を
左
記
の
口
座
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
入
金
確
認
を
も
っ
て
申
込
手

　
　
続
完
了
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

※

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
学
会
Ｈ
Ｐ
の
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
郵
便
振
替
口
座　
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
加
入
者
名　
村
田
右
富
実
（
〇
〇
九
〇
〇
ー
〇
ー
二
八
五
四
〇
一
）（※

他
行
か
ら
の
場
合：〇
九
九
当
座
〇
二
八
五
四
〇
一
）

　
申
込
締
切　
九
月
三
十
日

　
　

※

懇
親
会
、
臨
地
調
査
研
究
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

　
　
　
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
〇
宿
泊
案
内　
学
会
か
ら
の
案
内
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
〇
会
場
案
内　
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
案
内
図
参
照
）

　
　
　
（
〒
五
六
四―

八
六
八
〇　
大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号
）

　
　
　
　
阪
急
電
鉄
千
里
線
「
関
大
前
」
駅
下
車
、
す
ぐ
。

          　
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
へ
は
、
関
大
前
駅
南
口
す
ぐ
の
南
門
か
ら
お
越
し
下
さ
い
。
関
大
前
駅
北
口
は
利
用
し
な
い

　
　
　
　

 

で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

※

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
・
交
通
ア
ク
セ
ス　

　
　
　
　
　
　
　

 https://w
w
w
.kansai-u.ac.jp/ja/about/cam

pus/#senriyam
a

　
　
　
　
　
　

※

一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

https://m
anyoug.jp/w

ordpress/w
p-content/uploads/2026/08/100access.pdf

　



　
　
　
　
　
第
七
十
九
回
　
萬
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

　
令
和
八
年
度
（
二
〇
二
六
）
の
全
国
大
会
を
、
十
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
関
西
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の

要
領
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
　
公
開
講
演
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
（
午
後
一
時
開
場
）
〜
午
後
五
時

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
学 

会 

挨 

拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
会
代
表
・
東
京
大
学
名
誉
教
授　
　
鉄
野　
昌
弘
氏

　
会
場
校
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
文
学
部
長　
　
　
　
　
　
　
村
田
右
富
実
氏

　
講　
　
　
演   『
万
葉
集
』
巻
七
挽
歌
と
散
骨 ―

―

道
昭
火
葬
か
ら―

―

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

國
學
院
大
學
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
上
野　
　
誠
氏

　
　
　
　
　
　
　
万
葉
集
の
仮
名　
続
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾　
　
善
彦
氏

　
　

※

終
了
後
「
第
十
九
回
萬
葉
学
会
奨
励
賞
授
賞
式
」「
第
六
回
総
会
」
を
行
い
ま
す
。

二
　
懇
親
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
日
（
土
）
午
後
五
時
三
十
分
〜
午
後
七
時
三
十
分

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
会　
　
　
費　
一
般　
九
〇
〇
〇
円　
学
生　
七
〇
〇
〇
円

三
　
研
究
発
表
会

　
日　
　
　
時　
十
月
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　
会　
　
　
場　
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
午
前
の
部
（
午
前
九
時
三
十
分
〜
）

　
　
打
消
助
動
詞
の
「
〜
に
」
節
に
よ
る
原
因
理
由
文
の
構
造
と
意
味―

「
〜
か
て
に
」「
〜
知
ら
に
」
を
中
心
に―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
院
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
小
澤　
颯
太
氏

　
　
笠
金
村
の
「
娘
子
に
誂
へ
ら
れ
て
作
る
歌
」
論　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
由
希
子
氏

　
　
小
倉
山
伝
承
考 ―

雄
略
天
皇
と
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
っ
て―

　

  

皇
學
館
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　

   

池
上　
遥
平
氏

　
午
後
の
部
（
午
後
一
時
〜
）

　
　
池
主
・
家
持
の
漢
語
表
現
に
つ
い
て
の
再
検
討 ―

石
刻
文
資
料
の
用
例
も
視
野
に
入
れ
て―

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
夏　
　
傑
倫
氏

　
　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
史
書
の
「
面
的
」
な
利
用　
　
　
　
　

 

東
京
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
　
木
下　
優
友
氏

　
　
遣
新
羅
使
人
歌
群
「
古
挽
歌
」
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　
日
比
野
由
佳
氏

　
　
柿
本
人
麻
呂
「
泣
血
哀
慟
歌
」
第一・
第
二
・
或
本
歌
群
の
関
係　

武
蔵
野
大
学
専
任
講
師　
　
　
　
　
　
大
島　
武
宙
氏

　
　

※

昼
食　
ご
希
望
の
方
は
、
お
弁
当
一
四
〇
〇
円
（
税
込
）
の
注
文
を
申
し
受
け
ま
す
。
日
曜
日
は
周
辺
の
食
堂
の
多
く

　
　
　
が
休
業
し
て
い
ま
す
。

　
　

※

期
間
中
、
関
西
大
学
図
書
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、「
関
西
大
学
所
蔵
『
万
葉
集
』
関
連
書
籍
展
観
」
を
開
催

　
　
　
し
て
い
ま
す
。

四
　
臨
地
調
査
研
究―

継
体
の
真
陵
と
長
岡
宮
を
め
ぐ
る

　
日　
　
時　
十
月
十
二
日
（
月
）
日
帰
り

　
集
合
場
所　
関
西
大
学
博
物
館
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
集
合
時
刻　
午
前
八
時
五
十
分

　
旅　
　
程　
関
西
大
学
博
物
館（
見
学
後
九
時
四
十
分
出
発
）↓
伝
継
体
陵
↓
今
城
塚
古
代
歴
史
館
↓
昼
食（
が
ん
こ
高
槻
店
）　

　
　
　
　
　
　
↓
長
岡
京
大
極
殿
跡
↓
向
日
市
文
化
資
料
館
↓
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅（
一
次
解
散
午
後
四
時
五
十
分
）↓
関
西
大
学　

　
　
　
　
　
　
（
二
次
解
散
午
後
五
時
四
十
分
）

　
案　
　
内　
関
西
大
学　
乾
善
彦
氏
、
関
西
大
学 

小
田
芳
寿
氏

　
参 
加 

費　
一
般 

九
〇
〇
〇
円
、
学
生 

七
〇
〇
〇
円

　
募
集
人
員　
四
〇
名

　
　

※
天
候・道
路
事
情
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
〇
懇
親
会
（
十
日
）・
昼
食
お
弁
当
（
十
一
日
）・
臨
地
調
査
研
究
（
十
二
日
）
の
申
込
方
法

　
　

https://form
s.gle/16ZK5tvReV

s66zA
z9

、
ま
た
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

　
　
し
て
、
事
前
に
お
申
し
込
み
の
上
、
合
計
金
額
を
左
記
の
口
座
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
入
金
確
認
を
も
っ
て
申
込
手

　
　
続
完
了
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

※

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
学
会
Ｈ
Ｐ
の
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
郵
便
振
替
口
座　
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
加
入
者
名　
村
田
右
富
実
（
〇
〇
九
〇
〇
ー
〇
ー
二
八
五
四
〇
一
）（※

他
行
か
ら
の
場
合：〇
九
九
当
座
〇
二
八
五
四
〇
一
）

　
申
込
締
切　
九
月
三
十
日

　
　

※

懇
親
会
、
臨
地
調
査
研
究
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

　
　
　
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
〇
宿
泊
案
内　
学
会
か
ら
の
案
内
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
〇
会
場
案
内　
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
案
内
図
参
照
）

　
　
　
（
〒
五
六
四―

八
六
八
〇　
大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号
）

　
　
　
　
阪
急
電
鉄
千
里
線
「
関
大
前
」
駅
下
車
、
す
ぐ
。

          　
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
へ
は
、
関
大
前
駅
南
口
す
ぐ
の
南
門
か
ら
お
越
し
下
さ
い
。
関
大
前
駅
北
口
は
利
用
し
な
い

　
　
　
　

 

で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

※

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
・
交
通
ア
ク
セ
ス　

　
　
　
　
　
　
　

 https://w
w
w
.kansai-u.ac.jp/ja/about/cam

pus/#senriyam
a

　
　
　
　
　
　

※

一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

https://m
anyoug.jp/w

ordpress/w
p-content/uploads/2026/08/100access.pdf

　
〇
問
い
合
わ
せ
先

　
　

E-m
ail

：offi
ce@

m
anyoug.jp

　
　

※

お
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

※

出
張
懇
請
書
を
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
送
付
先
・
ご
氏
名
を
記
入
し
、
一
一
〇
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
学
会

　
　
　
本
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〇
萬
葉
学
会
本
部

　
　
〒
六
〇
二
ー
八
五
八
〇　

　
　
　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入　
同
志
社
大
学
文
学
部
内


